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福井国際フェスティバル2023で、タイ人介護技能実習
生がタイ舞踊（ラムタイ）を披露するとともに、タイの
文化を紹介しました。 （8ページに関連記事）

こころでつながろう！福井

業務継続計画（BCP）策定待ったなし特 集 2,3P

寄付者

寄付先

♥10月16日
明治安田生命保険相互会社福井支社 様
●寄付金　31万5000円
福井県社会福祉協議会
「子ども未来応援バンク」

寄付者

寄付先

♥9月27日
一般社団法人 生命保険協会 福井県協会 様
●障がい者支援団体助成金　10万円　
●エコキャップ　555,045個

　　　　　助成金：
　　　　　社会福祉法人 福華会 水耕栽培事業所
　　　　　エコキャップ：
　　　　　福井県社会福祉協議会

　福井県立盲学校では、見えない・見えにくい幼児・生徒を募集します。
　マッサージや鍼灸（しんきゅう）の国家資格取得を目指す理療科も設置しています。理療科への入
学に年齢制限はなく、過去には60歳代の方も卒業されました。
　入園・入学を希望される方は、下記までご連絡ください。

募 集 学 部
入 学 条 件
入学者選考

心温まる寄付・寄贈に
心から感謝申し上げます。 
皆様の善意は有効に

活用させていただきます。
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章

　
福
井
県
と
関
係

の
深
い
「
雪
の
輪
」

に
、
点
字
の
「
六

つ
の
点
」
を
分
散

さ
せ
、
中
央
に
図

案
化
し
た
「
盲
」

の
字
を
置
い
て
い

ま
す
。

学
び
あ
い

助
け
あ
い

響
き
あ
い

校 

訓

　
幼
稚
部
か
ら
大

人
ま
で
幅
広
い「
学

び
あ
い
」
と
障
害

を
超
え
た
「
助
け

あ
い
」、
み
ん
な
が

一
体
と
な
っ
て
奏

で
る
ハ
ー
モ
ニ
ー

（「
響
き
あ
い
」）
を

表
し
、あ
い
は「
愛
」

と
「
ｅ
ｙ
ｅ
」
を

か
け
て
い
ま
す
。

【問合せ先】　福井県立盲学校　TEL：0776-54-5280

見え方でお困りの方へ



特
集

業
務
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

　
　
　
　
　
策
定
待
っ
た
な
し

▄
機
能
停
止
の
回
避
目
指
し

も
し
も
大
地
震
の
直
撃
を
受
け
た
ら
…
。

も
し
も
水
害
に
遭
っ
た
ら
…
。も
し
も
豪
雪

に
見
舞
わ
れ
た
ら
…
。防
災
対
策
は
災
害
を

知
り
、
被
害
を
想
像
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る

と
言
わ
れ
ま
す
。

前
出
の
自
然
災
害
は
▽
福
井
地
震
▽

三
八
豪
雪
▽
五
六
豪
雪
▽
福
井
豪
雨
―
を

は
じ
め
、
過
去
に
県
内
で
何
度
も
発
生
し
て

い
ま
す
。福
井
地
震
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
知

る
世
代
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

五
六
豪
雪
や
福
井
豪
雨
は
ま
だ
記
憶
に
新

し
い
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」。

物
理
学
者
で
随
筆
な
ど
の
作
品
も
多
く
残

し
た
寺
田
寅
彦
に
よ
る
有
名
な
警
句
で
す

が
、
そ
れ
も
も
は
や
〝
死
語
〟
と
さ
れ
る
ほ

ど
、
近
年
は
毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地
で
大

規
模
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

防
災
・
減
災
の
た
め
の
取
り
組
み
は
ま
す

ま
す
重
要
に
な
り
、
こ
の
点
で
経
済
・
社
会

活
動
の
維
持
と
早
期
復
旧
を
目
指
す
Ｂ
Ｃ

Ｐ
の
策
定
が
必
須
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。特
に
社
会
福
祉
事
業
は
、

様
々
な
配
慮
や
支
援
を
必
要
と
す
る
人
た

ち
に
と
っ
て
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の

ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
だ
け
に
、
そ
の
機
能

が
停
止
す
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

▄
多
岐
に
わ
た
る
リ
ス
ク

事
業
の
継
続
に
関
わ
る
リ
ス
ク
は
、
自
然

災
害
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。社
会
生
活
を

激
変
さ
せ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
感

染
症
や
テ
ロ
、
シ
ス
テ
ム
障
害
か
ら
取
引
先

の
倒
産
な
ど
に
至
る
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。厚
生
労
働
省
は
こ
の
う
ち
、自
然
災
害
と

感
染
症
に
関
す
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
と
ひ
な
型
を
示
し
、
関
係
事
業
者
に
対

応
を
求
め
て
い
ま
す
。

自
然
災
害
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
、
リ
ス
ク
の
把
握
と
し
て
被
災
想
定
か
ら

始
ま
り
、優
先
す
べ
き
業
務
の
選
定
、平
常
時

の
対
応
と
し
て
建
物
と
設
備
の
安
全
対
策
や

電
気
・
ガ
ス
・
水
道
が
止
ま
っ
た
時
の
対
策
、

必
要
品
の
備
蓄
な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
す
。ま

た
緊
急
時
の
対
応
と
し
て
、
職
員
の
行
動
基

準
や
安
否
確
認
、参
集
基
準
、避
難
方
法
、復

旧
対
応
な
ど
に
加
え
、
他
施
設
や
地
域
と
の

連
携
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

感
染
症
に
関
す
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
既
に
整
備
さ
れ
て
い
る

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
ベ
ー
ス
に
、
職
員
の
確
保
や

体
制
の
整
備
、
業
務
の
優
先
順
位
の
整
理
な

ど
を
拡
充
す
る
手
法
を
探
る
こ
と
で
、
比
較

的
取
り
組
み
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
然
災
害
対
策
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
比
較
し
て
、
リ

ス
ク
の
想
定
が
絞
ら
れ
る
半
面
、
情
報
の
迅

速
・
正
確
な
入
手
と
的
確
な
判
断
、長
期
化
も

想
定
し
た
職
員
体
制
の
確
保
が
重
要
と
な
り

ま
す
。

▄
対
応
に
苦
慮
も
熱
意

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
猶
予
期
間
終
了
ま
で
半
年

を
切
り
、
県
内
の
関
係
事
業
者
か
ら
は
対
応

に
苦
慮
し
て
い
る
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

BCP未策定

現場が混乱
BCP発動 即応した

外部支援
人員・物資等確保

中核機能維持・早期復旧

利用者・地域への
影響限定的

機能不全

利用者・地域への
影響大

外部支援
未定

BCP策定

リスク軽減対策 訓練・研修

災害発生

社
会
福
祉
施
設
は
地
域
に
お
け
る
セ
ー
フ
ティ
ー
ネ
ッ
ト
の一つ
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。災
害
時
に
要
配
慮
者
を
受
け
入
れ
る
福
祉
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
施
設
も
多
く
、
そ
の
機

能
を
維
持
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、令
和
３
年
度
の
介
護
と
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
報
酬
改
定
に
よ
り
、介
護
や
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
を
対
象
に
、令

和
６
年
４
月
ま
で
に
業
務
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）を
策
定
す
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

完
全
義
務
化
が
来
春
に
迫
る
中
、県
内
の
関
係
事
業
者
も
対
応
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

BCP策定効果のイメージ(自然災害時)

令
和
６
年
４
月
完
全
義
務
化　

介
護
・
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
対
象

介護事業者対象
（自然災害・感染症）

障がい福祉サービス
事業者対象
（感染症）

障がい福祉サービス
事業者対象
（自然災害）

厚
生
労
働
省
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定

支
援
サ
イ
ト
は
こ
ち
ら
か
ら

2023 November　2



特
集

業
務
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
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策
定
待
っ
た
な
し

福
井
県
健
康
福
祉
部
長
寿
福
祉
課
に
よ
る

と
、
こ
れ
ま
で
に
介
護
事
業
者
を
対
象
に
実

施
し
た
策
定
状
況
調
査
で
も
、「
作
る
時
間

が
な
い
」「
ひ
な
型
を
利
用
し
て
作
っ
た
け
れ

ど
、う
ま
く
い
く
か
不
安
が
あ
る
」な
ど
の
実

情
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
社
会
福
祉
法
人
の
経
営
者
や

防
災
担
当
者
ら
が
、
研
修
会
な
ど
で
顔
を
合

わ
せ
る
と
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
話
題
に
す
る
場
面
も

見
ら
れ
ま
す
。熱
心
に
情
報
交
換
す
る
姿
か

ら
は
、
ひ
な
型
を
基
に
単
に
形
式
を
整
え
る

だ
け
な
く
、
少
し
で
も
効
果
の
あ
る
も
の
に

し
た
い
と
の
思
い
が
伝
わ
り
ま
す
。

▄
災
害
時
の
福
祉
の
拠
点
に

福
井
市
内
で
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設

な
ど
７
事
業
所
を
運
営
し
て
い
る
弥
生
福

祉
会
で
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
重
要
性
を
認
識
し
、

約
８
年
前
か
ら
検
討
と
準
備
に
着
手
。策
定

が
義
務
化
さ
れ
た
令
和
３
年
度
か
ら
は
本

格
的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。専
門

家
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
策
定
と
見
直
し

を
重
ね
、
最
新
版
と
し
て
今
年
４
月
に
自
然

災
害
と
感
染
症
対
応
の
2
つ
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を

取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

複
数
の
事
業
所
を
運
営
し
て
い
る
背
景

も
あ
り
、
小
川
弥
仁
理
事
長
は
「
入
所
系

と
通
所
系
で
は
安
否
確
認
の
仕
方
一
つ
を

と
っ
て
も
違
い
が
あ
り
、
苦
労
し
た
」
こ
と

を
明
か
し
ま
す
。ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
あ
っ
て

も
地
理
的
要
因
や
立
地
条
件
、
周
辺
環
境
な

ど
地
域
に
よ
っ
て
状
況
は
大
き
く
異
な
る

こ
と
も
指
摘
。コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
も
踏
ま
え

て
、
施
設
側
か
ら
の
情
報
発
信
の
重
要
性
も

訴
え
て
い
ま
す
。

備
蓄
品
の
量
と
質
の
向
上
な
ど
に
加
え

て
、
特
に
重
視
し
て
い
る
の
が
指
揮
系
統
の

確
立
で
す
。「
そ
れ
ぞ
れ
が
良
か
れ
と
思
っ

て
や
っ
て
も
、
て
ん
で
ん
ば
ら
ば
ら
で
は
だ

め
」。小
川
理
事
長
は
、
ト
ッ
プ
や
責
任
者
が

指
示
を
出
せ
な
い
事
態
に
陥
っ
た
時
に
、
順

次
そ
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
に
し
て
お
く

こ
と
の
必
要
性
を
強
調
し
ま
す
。

「
災
害
時
に
地
域
に
お
け
る
福
祉
の
拠
点

と
な
る
の
が
究
極
の
使
命
」
と
感
じ
て
い
る

だ
け
に「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
に
終
わ
り
は
な
く
、

訓
練
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
踏
ま
え
て
、

随
時
の
見
直
し
を
繰
り
返
し
て
実
効
性
を
高

め
て
い
き
た
い
」と
し
て
い
ま
す
。

▄
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
も

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
義
務
化
決
定
以
降
、
関
係

機
関
や
種
別
団
体
で
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
関
す
る
研

修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。県
社
協
は
、今
年

度
も
８
月
と
10
月
に
社
会
福
祉
法
人
の
経
営

者
ら
を
対
象
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
盛
り
込
む
な
ど
、

福
祉
事
業
者
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
を
支
援
し
て
い

ま
す
。ま
た
、
県
長
寿
福
祉
課
で
は
、
11
月
に

Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
基
づ
く
訓
練
と
計
画
見
直
し
に
主

眼
を
置
い
た
研
修
会
を
計
画
。Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定

後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

同
課
は
「
厚
労
省
が
公
開
し
て
い
る
ひ
な

型
を
活
用
す
る
等
し
て
ま
ず
は
策
定
し
、
見

直
し
を
す
る
こ
と
で
、
各
事
業
所
に
よ
り
適

し
た
内
容
と
し
て
い
く
よ
う
呼
び
掛
け
て
い

き
た
い
」と
し
て
い
ま
す
。

福祉施設防災マネージャー養成研修と災害に強い
福祉施設づくりのための経営者セミナーは、10月に
県社会福祉センターで開かれました。県内福祉施設
の経営者や防災担当者ら22人が受講し、東日本大震
災時の現地福祉施設の事例を学ぶなどして、自施設
における自然災害への備えと被災時の対応について
考えました。
防災マネージャー養成研修は3日間、経営者セミ

ナーは 1日の日程で、特定非営利活動法人災害福祉
広域支援ネットワーク・サンダーバード理事で社会
福祉法人東北福祉会法人本部事務局次長の野田毅氏
が講師を務めました。
19日は受講者が4組に分かれての演習があり、自施

設の災害対策の現状や必要と感じる対策などについ
て情報交換するとともに、BCPを作る意義などにつ
いて意見交換しました。また、東日本大震災で被災し
た福祉施設の事例を踏まえて、マニュアルの整備と

臨機の決断、外部からの支援を受ける体制づくりの
重要性などに対する意識を高めました。
野田氏は、過去の事例を知って自施設に置き換え

て考え、訓練と見直しを重ねることで、個々の施設に
合った災害対策の実効性を上げていくよう呼び掛け
ました。
2日目は福祉避難所の運営と支援、BCP策定のポ

イントをテーマとした演習がありました。受講者は、
自施設が被災した場合に緊急対応と復旧に向けた対
応についての業務と課題を検討しました。野田氏は、
BCP策定の考え方と手順について、例を示しながら
解説。単に出来上がったBCPを周知するのではなく、
策定するまでの過程も含めて職員間で共有するよう
アドバイスしていました。
最終日は、普通救命講習があり、福井市中消防署員

の指導で、のどに
詰まった異物の
除去や心肺蘇生
の方法、AED（自
動体外式除細動
器）の使い方を学
びました。

  災害対応など学ぶ
福祉施設防災マネージャー養成研修
災害に強い福祉施設づくりのための
経営者セミナー

3　2023 November



安
心
し
て
暮
ら
せ
る
共
生
社
会
実
現
に
向
け
て
関
係
者
が
決
意

第
70
回
福
井
県
社
会
福
祉
大
会

去
る
11
月
11
日（
土
）、
福
井
県
生
活
学
習

館（
ユ
ー
・
ア
イ
ふ
く
い
）に
て
、
第
70
回
福

井
県
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
4
年
ぶ
り
に
参
加
者
の
制
限
を
行
わ

ず
、被
表
彰
者
、主
催
、来
賓
、一
般
参
加
者
等

約
４
８
０
名
の
参
加
を
得
て
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

ま
ず
、
社
会
福
祉
の
様
々
な
分
野
で
長

年
活
躍
さ
れ
、
福
祉
向
上
に
寄
与
さ
れ
た

２
８
２
人
と
18
団
体
の
方
々
に
、
県
社
協
の

小
藤
幸
男
会
長
か
ら
功
績
を
称
え
る
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、
70
回
大
会
を
記

念
し
て
、
過
去
10
年
間
に
お
い
て
継
続
的
に

本
県
の
社
会
福
祉
活
動
に
協
力
、
援
助
さ
れ

た
団
体
等
に
特
別
表
彰
・
感
謝
状
も
贈
ら
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
県
共
同
募
金
会
の
清
川
忠
会
長
か

ら
は
、
永
年
に
わ
た
り
共
同
募
金
運
動
に
貢

献
さ
れ
た
6
人
・
6
団
体
へ

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
被
表
彰
者
ご
芳
名
は

5
、6
頁
に
掲
載
）

さ
ら
に
、
近
年
の
社
会
的

孤
立
等
の
様
々
な
福
祉
課

題
や
自
然
災
害
へ
の
不
安
、

情
報
通
信
技
術
の
進
展
で

変
化
す
る
社
会
の
状
況
を

踏
ま
え
、
関
係
者
と
県
民
が

一
丸
と
な
っ
て
地
域
共
生

社
会
の
実
現
を
目
指
す
大

会
宣
言
が
、
70
回
大
会
を
機

に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
後
は
、
教
育
評
論
家
の
尾
木
マ
マ
こ

と
、尾
木
直
樹
氏
に
よ
る「
子
ど
も
と
大
人
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
時
代
～
子
ど
も
参
加
の

地
域
づ
く
り
～
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。尾
木
氏
は
会

場
後
方
か
ら
の
サ
プ
ラ
イ

ズ
登
場
で
、
参
加
者
と
ハ
ン

ド
タ
ッ
チ
し
な
が
ら
入
場
。

ス
テ
ー
ジ
と
客
席
を
行
き

来
し
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代

に
子
ど
も
た
ち
が
生
き
生

き
と
活
躍
で
き
る
社
会
づ

く
り
で
何
が
大
切
か
等
、
参

加
者
に
問
い
か
け
、
考
え
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
活
動
に

は
子
ど
も
た
ち
の

意
見
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
、子
ど
も

た
ち
が
主
役
に
な

る
居
場
所
づ
く
り

が
重
要
と
の
訴
え

に
、参
加
者
は
メ
モ

を
取
り
な
が
ら
熱

心
に
聴
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、ロ
ビ
ー
で

は
、児
童
養
護
施
設

や
子
ど
も
食
堂

を
利
用
す
る
子

ど
も
た
ち
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ

約
２
０
０
点
を

集
め
た
企
画
展

示
「
子
ど
も
た

ち
の
未
来
へ
繋

げ
る
輪
」
も
行

い
ま
し
た
。

「
将
来
の
夢
」

「
最
近
あ
っ
た

う
れ
し
か
っ
た
こ
と
」「
子
ど
も
食
堂
で
好
き

な
メ
ニ
ュ
ー
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
寄
せ
ら
れ

た
子
ど
も
た
ち
の
思
い
と
と
も
に
、
子
ど
も

た
ち
の
夢
や
居
場
所
づ
く
り
を
応
援
す
る
事

業
紹
介
の
パ
ネ
ル
に
、
多
く
の
来
場
者
が
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

主催者を代表してあいさつする小藤幸男会長

表彰式典の様子

子どもたちからのメッセージを集めた企画展

第70回福井県社会福祉大会
大 会 宣 言

本格的な少子高齢化・人口減少時代を迎えた今日、地
域社会の担い手不足などにより、家族や地域における支
え合い機能の低下が急速に進んでいます。

さらに、ここ数年我々の生活に大きな影響をもたらし
た新型コロナウイルス感染症は、人々の交流の機会を奪
い、社会的孤立や生活困難世帯の増加など様々な福祉課
題を生み出しています。

また、度重なる自然災害への不安から「支え合い」の
重要性が再認識される中、情報通信技術（ICT）の急速
な進展で新たな「つながり」の形が生まれ、社会の基盤
も大きく変わろうとしています。

第70回の記念大会を機に、福祉関係者と県民が一丸
となって地域の福祉課題をまるごと受け止め、解決に向
けて協働する社会、一人ひとりが互いを認め、尊重する
社会づくりを加速させ、すべての県民が安心して暮らせ
る持続可能な地域社会の実現をめざし、その決意を次の
とおり宣言します。

一、私たちは、すべての県民が地域の課題に目を向け、
我が事として関わることができる【まちづくり】に
貢献します。

一、私たちは、福祉の魅力や価値を高め、地域と福祉を
支える【担い手づくり】に貢献します。

一、私たちは、既存の制度では対応しにくい生活課題
に向き合い、つながりの力を活かして、支え合う 
【仕組みづくり】に貢献します。

講演する尾木直樹氏

2023 November　4
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「
令
和
５
年
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福
井
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社
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福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
」被
表
彰
者
【
敬
称
略
・
五
十
音
順
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祉
法
人
・
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設
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名
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会
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祉
法
人
・
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功
労
表
彰 
（
117
名
）
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このコーナーでは、県内
の福祉活動に取り組まれ
る皆様をご紹介します。

Vol. 5

　
第
５
回
は
、
福
井
県
域
で
活
動
し
て

い
る「
福
井
県
視
覚
障
が
い
者
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
羽
二
重
ね
っ
と
」で
す
。

　
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、見
え
な
い
・

見
え
に
く
い
こ
と
で
お
困
り
の
方
と
そ
の

ご
家
族
を
支
援
す
る
た
め
、
県
内
で
視

覚
障
が
い
者
を
支
援
す
る
７
団
体
・
施

設
・
機
関
が
集
ま
り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

「
羽
二
重
ね
っ
と
」
と
い
う
名
称
に
は
、

本
県
の
特
産
で
あ
る
絹
織
物
の
羽
二
重

に
ち
な
み
、
縦
糸
と
横
糸
が
交
わ
り
あ

い
、
し
な
や
か
に
優
し
く
包
み
込
む
よ

う
に
、
視
覚
障
が
い
者
と
そ
の
家
族
の

生
活
す
べ
て
を
包
括
的
に
支
援
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
と
い
う
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

福井県立盲学校
YouTube
チャンネル内

TEL  0776-54-5280
　　 （福井県立盲学校内）
E-mail
mail@habutae-net.jp
ホームページ

羽二重ねっと連絡先クリアファイルを
使って見えにくい
世界を体験しよう！
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北　

口　

タ
マ
エ

鯖
江
市

木　

下　

千
鶴
子

鯖
江
市

桑　

原　

由
紀
江

坂
井
市

小

林

雅

典

あ
わ
ら
市

齋

藤

房

子

永
平
寺
町

酒　

井　

千
寿
子

坂
井
市

佐
々
本　

範　

子

坂
井
市

佐

藤

教

恵

池
田
町

佐　

野　

カ
ヨ
子

あ
わ
ら
市

高　

橋　

千
津
子

あ
わ
ら
市

坪

田

節

子

あ
わ
ら
市

坪

田

康

子

越
前
町

冨　

山　

英
美
子

坂
井
市

野　

尻　

千
代
子

越
前
町

服

部

悦

美

高
浜
町

濱

川

和

彦

越
前
町

濵

野

和

美

鯖
江
市

平

池

美

廣

あ
わ
ら
市

堀　

江　

久
美
子

あ
わ
ら
市

前

田

恵

美

鯖
江
市

増

田

皓

子

越
前
市

宮　

地　

ヒ
ロ
エ

あ
わ
ら
市

山

岸

睦

美

あ
わ
ら
市

山　

田　

留
美
子

南
越
前
町

山　

本　

小
夜
子

美
浜
町

山　

本　

美
智
子

あ
わ
ら
市

由

水

治

美

坂
井
市

若

杉
　

毅

社
会
福
祉
協
議
会
・
民
間
社
会
福
祉
団
体
功
労
表
彰 

（
44
名
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
優
良
活
動
表
彰〈
個
人
〉 （
34
名
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
優
良
活
動
表
彰〈
団
体
〉 （
8
団
体
）

共
同
募
金
運
動
奉
仕
功
労
者
表
彰 

（
5
名
）

共
同
募
金
運
動
従
事
功
労
者
表
彰 

（
1
名
）

共
同
募
金
運
動
優
良
団
体
表
彰 

（
6
団
体
）

〈 

特 

別 

表 

彰 

〉

〈 

感　

謝 

〉

第
70
回
大
会
特
別
表
彰
お
よ
び
感
謝 

（
１
名
・
10
団
体
）

福
井
市

早

田
　

寛

福
井
市

西

本

由

香

福
井
市

山

原

惠

子

小
浜
市

松

岡

芳

孝

小
浜
市

仲

野
　

實

南
越
前
町

内

藤

智

明

「
福
井
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰
」被
表
彰
者

【
敬
称
略
・
順
不
同
】
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このコーナーでは、県内
の福祉活動に取り組まれ
る皆様をご紹介します。

Vol. 5

　
第
５
回
は
、
福
井
県
域
で
活
動
し
て

い
る「
福
井
県
視
覚
障
が
い
者
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
羽
二
重
ね
っ
と
」で
す
。

　
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、見
え
な
い
・

見
え
に
く
い
こ
と
で
お
困
り
の
方
と
そ
の

ご
家
族
を
支
援
す
る
た
め
、
県
内
で
視

覚
障
が
い
者
を
支
援
す
る
７
団
体
・
施

設
・
機
関
が
集
ま
り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

「
羽
二
重
ね
っ
と
」
と
い
う
名
称
に
は
、

本
県
の
特
産
で
あ
る
絹
織
物
の
羽
二
重

に
ち
な
み
、
縦
糸
と
横
糸
が
交
わ
り
あ

い
、
し
な
や
か
に
優
し
く
包
み
込
む
よ

う
に
、
視
覚
障
が
い
者
と
そ
の
家
族
の

生
活
す
べ
て
を
包
括
的
に
支
援
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
と
い
う
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

福井県立盲学校
YouTube
チャンネル内

TEL  0776-54-5280
　　 （福井県立盲学校内）
E-mail
mail@habutae-net.jp
ホームページ

羽二重ねっと連絡先クリアファイルを
使って見えにくい
世界を体験しよう！

Q

団
体
を
設
立
し
た
経
緯
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

A

人
間
は
情
報
の
約

 80
％
を
視
覚
か
ら
得

て
お
り
、
目
に
障
が
い
を
持
つ
と
多
く

の
情
報
が
遮
断
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
特

に
大
人
に
な
っ
て
か
ら
見
え
方
が
困
難
に

な
っ
た
場
合
、
医
療
機
関
だ
け
で
は
福
祉

や
就
労
、
教
育
な
ど
の
十
分
な
情
報
を
得

る
こ
と
が
難
し
く
、
社
会
か
ら
孤
立
し
た

状
況
に
陥
り
や
す
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
　

そ
う
し
た
視
覚
障
が
い
者
を
「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
」
適
切
な
情
報
提
供
に
向

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
が
分
野
を
超
え
、

相
互
に
連
携
す
る
た
め
の
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
る
取
組
み
が
全
国
的
に
広
が

り
、
本
県
で
は
福
井
県
立
盲
学
校
を
中
心

と
す
る
働
き
か
け
で
「
羽
二
重
ね
っ
と
」

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

Q

皆
さ
ん
の
活
動
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

A

医
療
・
福
祉
・
教
育
の
各
分
野
で
連
携

し
、
視
覚
障
が
い
者
や
そ
の
ご
家
族
を
適

切
な
支
援
に
繋
げ
る
た
め
の
情
報
提
供
や

相
談
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
窓
口

に
は
、
こ
れ
ま
で
２
６
０
名
程
度
の
方
々

か
ら
相
談
が
寄
せ
ら
れ
「
話
を
聞
い
て
も

ら
え
て
楽
に
な
っ
た
」、「
相
談
す
る
場
所

が
あ
っ
て
安
心
で
き
る
」
な
ど
の
お
声
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
た
視
覚
障
が
い
に
関
す
る
情
報
発
信

や
研
修
会
の
実
施
、
学
校
へ
の
出
前
授
業

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
コ
ロ
ナ
前
に
は
、

毎
年
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
視
覚
支

援
機
器
や
盲
導
犬
な
ど
の
紹
介
・
体
験
も

行
っ
て
い
ま
す
。

Q

活
動
を
通
し
て
伝
え
た
い
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

A

今
は
見
え
て
い
て
も
、
将
来
見
え
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
方
が「
羽
二
重
ね
っ
と
」

を
思
い
出
し
、
相
談
い
た
だ
け
る
よ
う
、

当
団
体
の
活
動
内
容
や
視
覚
障
が
い
者
に

関
す
る
情
報
は
、
健
常
者
の
方
に
こ
そ
広

く
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

障
が
い
者
に
と
っ
て
、
見
え
な
い
、
聞

こ
え
な
い
以
上
に
、
暮
ら
し
に
く
い
社
会

こ
そ
が
障
が
い
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に

も
っ
と
多
く
の
方
々
が
目
を
向
け
、「
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
」
社
会
を
目
指
し
、

支
援
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
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全国健康福祉祭（ねんりんピック）
福井県選手団入賞者

彫刻「哀歓」

日本画
「平家落人伝説の里」

チーム名・個人名
下浜岩男
西谷祐二
福井オールスターズ
山本厚生
山本厚生
岡田裕美
福井シニア
旭球友会
山森幹夫
エンジェル291
福井県
砂子睦美
福井ドリーム

成　績
優勝
準優勝
準優勝
2位
3位
3位
3位
3位
優秀賞
優秀賞
優秀賞
優秀賞
優秀賞

種　目
マラソン70歳以上男子3㎞
将棋（個人戦・㋩鮃）
軟式野球（新居浜市営野球場）
水泳80～84歳男子自由形25ｍ
水泳80～84歳男子自由形50ｍ
水泳60～64歳女子背泳ぎ50ｍ
サッカー（松山市北条スポーツセンター）
ソフトボール
囲碁（個人戦・ゆうすいブロック）
ウォークラリー（かみりんコース）
ペタンク
マラソン60～69歳女子10㎞
ソフトバレーボール

ねんりんピック愛顔のえひめ2023美術展
部　門
日本画
彫刻

賞　名
愛媛県知事賞
愛媛県知事賞

題　名
平家落人伝説の里
哀歓

出品者名
岩永彰一
山本忠晴

総合開会式（愛媛県総合運動公園陸上競技場）

タイ人技能実習生  受入施設募集タイ人技能実習生  受入施設募集
～2024年秋 入国予定者（第６期生）～

「明るい性格で、年配者に対する尊敬や思いやりに溢れる」
タイ人介護技能実習生の受入施設を募集いたします。具体的な
説明や相談等を希望される場合は、下記まで連絡ください。

県社協の取り組みの特色（メリット）
●介護現場に精通した職員が体制づくりからアドバイスを行い、外国人介護職員受入れの不安を解消
●施設配属前には、県介護福祉士会と連携して介護講習を実施し、施設の実習にスムーズに移行
●タイ語の専任通訳職員が実習生とのコミュニケーションをフォロー
●実習開始後も日本語上達に向け、独自の日本語研修を毎月開催

問 合 せ 先　福祉人材課内「ふくい外国人介護職員支援センター」
　　　　　　☎ 0776-24-0086　　FAX 0776-24-0063  　E-mail： kaigo@f-shakyo.or.jp

これまでに受入れた
タイ人介護技能実習生
に関する動画はこちら
からご覧になれます➡

監 理 団 体　社会福祉法人 福井県社会福祉協議会
　　　　　　（ふくい外国人介護職員支援センター）
募 集 施 設　県内の介護施設・事業所　5施設・事業所程度　
技能実習生　タイ人介護技能実習生　10人程度（18歳～20代前半）
受 入 要 件 （1）原則として2人以上での受入れ
 （2）基本的な受入期間は3年間
 （3）日本人と同等以上の月給のほか、監理費が必要
 （4）住居（寮）の確保等　※詳細についてはお問い合わせください

技能実習生が県民にタイの文化を紹介
～福井国際フェスティバル2023に参加～

　令和5年10月22日（日）、福井県国際交流会館において「福井国際フェスティバル2023」が開催
され、昨年度に引き続き、タイ人技能実習生が華やかな民族衣装に身を包み、訪れる県民や福井県
在住の外国人にタイの文化を紹介し、交流し
ました。
　今年はフェスティバルのステージイベント
で、大野和光園で実習を行うシノメさんと、
ナーツさんが伝統的なタイ舞踊（ラムタイ）
を披露し、観客の注目を集めていました。
　また、他のタイ人実習生も会場に訪れ、お
互いの近況を語り合うなど、実習生どうしの
ネットワークの広がりを実感する機会にもな
りました。 最前列の2人が実習生（左：ナーツさん、右：シノメさん）

※個人名の敬称は省略させていただきます。

去る10月28日～31日に開催された第35回全国健康福祉祭
愛媛大会本県選手団の入賞者を紹介します。
テ　ー　マ　ねんりんを重ねた

え がお
愛顔伊予に咲く

派遣選手数　200名（美術出品者10名含む）
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幼稚部、高等部普通科・理療科（鍼灸マッサージ師養成課程）
視力や視野の障がいで見え方に困難がある方。詳しくはお問い合わせください。
令和６年２月頃（予定）
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4P 報告
◆第70回福井県社会福祉大会

5,6P 報告
◆「福井県社会福祉協議会会長表彰」被表彰者
◆「福井県共同募金会会長表彰」被表彰者

7P 連載「みんなdeつながろう! 」vol.5
◆羽二重ねっと

8P 募集◆タイ人技能実習生受入施設募集
報告◆技能実習生が県民に
　　　タイの文化を紹介

9P 報告◆全国健康福祉祭愛媛大会
広告◆ボランティア保険

10P 案内◆福井県立盲学校入園・入学希望者募集
報告◆寄付・寄贈

福井国際フェスティバル2023で、タイ人介護技能実習
生がタイ舞踊（ラムタイ）を披露するとともに、タイの
文化を紹介しました。 （8ページに関連記事）

こころでつながろう！福井

業務継続計画（BCP）策定待ったなし特 集 2,3P

寄付者

寄付先

♥10月16日
明治安田生命保険相互会社福井支社 様
●寄付金　31万5000円
福井県社会福祉協議会
「子ども未来応援バンク」

寄付者

寄付先

♥9月27日
一般社団法人 生命保険協会 福井県協会 様
●障がい者支援団体助成金　10万円　
●エコキャップ　555,045個

　　　　　助成金：
　　　　　社会福祉法人 福華会 水耕栽培事業所
　　　　　エコキャップ：
　　　　　福井県社会福祉協議会

　福井県立盲学校では、見えない・見えにくい幼児・生徒を募集します。
　マッサージや鍼灸（しんきゅう）の国家資格取得を目指す理療科も設置しています。理療科への入
学に年齢制限はなく、過去には60歳代の方も卒業されました。
　入園・入学を希望される方は、下記までご連絡ください。

募 集 学 部
入 学 条 件
入学者選考

心温まる寄付・寄贈に
心から感謝申し上げます。 
皆様の善意は有効に

活用させていただきます。

校 
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と
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」
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か
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い
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す
。

【問合せ先】　福井県立盲学校　TEL：0776-54-5280

見え方でお困りの方へ


